
第四章	 旧グァタパラ耕地中心部の扱いについて

1960 年代末のグァタパラ耕地 ( 東側から望む )

グァタパラ耕地はグァタパラ郡及びその周辺地域一体の歴史を司る重要な起点となっていました。この耕地
が造成されて以来、当グァタパラ郡はサン・パウロ州行政地図の一部を占めることになったのです。
　　
1885 年、マルチーニョ・プラード・ジュ二オールによって創設され、彼は夢に描いていた最新の企業（会社）
を創りあげたものであり、6,000 アルケールから成り、この内 2,688 ヘクタールには、およそ 2 百万本のコー
ヒー樹が栽培されました。2,000 人を超える住民を有する巨大な権勢が創り出されたのです。住民を援助す
るために、病院、食糧雑貨店、肉屋、薬局、映画館、運動場、スポーツクラブ、学校、その他全ての設備を
所有していました。
　
1929 年以来、ニューヨーク株式市場暴落のため、マルチ―ニョの事業は順調には進まなくなりました。
1942 年、サン・パウロ州の有力砂糖会社所有主、モルガンテ家に土地を譲渡しました。
　　
グァタパラ耕地がリベロン・プレット行政区へと移転することを恐れ、モルガンテ家は、1952 年、リベロン・
プレット市役所に対してグァタパラ行政区創設目的のために、119,800 平方メートルの面積の土地を贈与し、
この面積を区画化し、２軒の家を建築、１軒は登記所用、残りは市役所支所用に当て、さらに教会、小学校、
保健所、其の他の建設用地として留保しました。
　　
また、ニつの鉄道駅が設置され、一つはパウリスタ鉄道株式会社、他はモジアナ鉄道会社を迎え入れるもの
であり、後者は耕地内に至る支線を有しました。　
　　
モルガンテ家による経営はマルチーニョ・プラード家のような良好なものではなく、一家の老錬な人々が指
揮をとっていたときの所有地はまずまずの状態でしたが、より若い人達が耕地経営の責任を負うようになっ
てから、耕地の衰退が始まり、元ポルトガル銀行主のシルバ・ゴルドグループが、この耕地を取得しました。



しかしながら努力は空しく経営は一段と悪化して行ったのです。
　　
1975 年には、すでにいくつかの契約労働者（コロノ）住居部落の取り壊しとモジアナ支線線路の撤去が始まっ
ていました。それ以降、多数の家族はグァタパラ村あるいは近隣の町へと転居を開始しました。
　　
1995 年、大半の構築物は解体済となり、ただ単に、コーヒー加工施設、小学校、グァタパラ映画館、小教
会そして製糖施設が残りました。
　　
この年、シルバ・ゴルド・グループはサン・マルチーニョ砂糖会社に土地を手渡し郡の歴史的財産として残
存していたものを除々に破壊して行ったのです。
　　
製糖施設（ENGENHO）だけが、ボトランチン・セルローズ製紙会社所属の土地内に存在し他の構築物は製
糖会社の土地内に存在したという事実を認識しておくことは良いことです。そしてこの製糖会社こそが砂糖
キビ（カンナ）栽培に邪魔になった全てものの取り壊しを実行し、僅かにコーヒー加工施設だけを残したの
です。このコーヒー加工施設の解体を心配した学位取得予定者（筆著デニゼ）は 1999 年、サン・パウロ州
歴史、芸術、考古、観光財産保護審議会（CONDEPHAAT）による文化財としての指定保存について申請を
起しました。しかし役所仕事の緩慢さからこの訴訟手続きは、時宜を得た時には開始されず、すでに 70％以
上の建物が取り壊されてしまったとき、審理手続き取り下げ処分（不起附処分）とされてしまいました。
　　
1999 年７月、環境担当検察局は、この地域を急襲調査の時、財産に対しての犯罪（crime contra o 
patrimonio）を発見し、このとき検察庁は、市町村及び耕地の前住民に対する精神的損害（danos morais）
について、損害賠償請求訴訟の手続きを始めました。コーヒー加工施設について、選別機械の付いた格納庫
だけが残存しているのは、この検察局の行為があったために完全には取り壊されなかったからです。
　　
1999 年 11 月 16 日、サン・パウロ州歴史、芸術、考古、環境財産保護審議会の著名な合議団は旧グァタ
パラ耕地の残存コーヒー加工施設及び耕地内に残存する諸施設と同様、耕地に付属する廃墟について文化財
としての指定保存を決定しました。このことは、リベロン・プレット地域にとっての重要財産の保存という
素晴らしい勝利です。しかしこの決定だけでは十分なものではありません。何しろ、都市中心地の活動的生
活からは遠く離れた農村地帯という環境の中に存在している財産でありまだまだ今後、危険にさらされます。
なぜなら行政当局に依るものと同様民間主導に依る修復あるいは保全の方向に向けての見解が発表されるに
はほど遠い状態にあり、これら（公私）の両者共、文化財としての指定保存には反対であるからです。

グァタパラ耕地出身者デニゼ・ホザリオさんの学位論文の一部。
日語訳文　荒川勝彦
　　
初期日本移民が数多く配耕されたグァタパラ耕地では、その最盛期の 1915 年頃には、およそ 200 家族の日
本移民が就労していたと云われている。契約雇用農から自営農へとの希望は強かったが、グァタパラ附近は
すでに大耕地（ファゼンダ）が連なっていたため、目と鼻の先に造成された東京植民地へと移動した移民が
多かった。
　　
1933 年頃の同植民地は、最盛期で 220 家族を数える大植民地であったが、略奪農業が多く肥料を使わない
搾取方式のため、荒廃地へと変わることも早く、植民地寿命 30 年説を裏付けるようなものであった。


